

















































資質・能力 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等
中２・本単元

























































































　　I have a sister.　 ：私には姉がいる。 （85％）
　　What do you have in your bag? ：あなたはかばんの中に何がありますか。 （64％）
　　Where is my bag?  - It is on the desk. ：それは机の上にある。 （76％）
　　Your pen is under the chair. ：あなたのペンが椅子の下にあります。 （67％）　
　　My sister is in Tokyo. ：私の姉は東京にいます。 （73％）
　　I was in Nagaoka.  ：私は長岡にいました。 （59％）




































































































































































　⑴　There is /are の基本的な文構造や意味を理解し，活用できる知識・技能を身に付ける
　４の（1）で示したワークシートから，There is /are ～の文の理解し，活用につなげていた様子が伺える。また，そ
の授業後の振り返り用紙では「友達の好きな場所や，近くにあるものが知れて良かった。」「There (is/are）で話すこ
とができて良かった。」「There is/areの後に，新情報がくるということが分かった。」とのコメントが見られた。単元
終末時のアンケートについても，『「～がある。いる。」の表現について理解して使うことができるか。」』の質問に対し
て，「できる」「だいたいできる」の肯定的評価が98％であった。これらのことから，この資質・能力は育まれたと考え
る。
⑵　相手を意識して自分のお気に入りの場所を表現したり相手の話に応じて即興的に考えを伝えあったりすることが
できる
　留学生に地元のお気に入りの場所を紹介しようという課題に対して，自分で文章を書き，できる限り英文を覚えて紹
介しようとする姿が留学生との交流中に見られた。また，『「～がある。いる。」の表現について即興的に会話で使うこ
とができるか。』については，肯定的評価が93％であった。しかし，十分できると答えている生徒はまだ少数であるこ
とから，今後も場面を捉えて指導をしていく必要がある。
　⑶　自分と世界や他者をつなぐために，英語で主体的に伝え合ったり，英語を学んだりしていく　
　留学生との交流の振り返りでは，以下のような感想が出された。
　このように，１年生の時に比べて技能等の向上を実感し，さらに前向きに学習に取り組んでいこうとする生徒の回答
が見られた。また，アンケート項目③の「他の人や国を理解するために，英語を学んだり使ったりしていきたいという
気持ちは高まったか。」という質問に対しても，肯定的評価が95％であった。これらのことから，この資質・能力は育
まれたと考える。
６　今後の課題
　英語という道具を介して身近なことを考えたり，世界のことを考えたりしながら，他者と関わっていくことが，外国
語科の資質・能力の育成には重要だと考える。学習する言語材料や身近なトピックなどをうまく関連させながら，今後
も自分と世界と他者をつなげる単元開発を継続して行っていきたい。そして，グローバル社会の中で，英語を使って自
分を表現できる生徒を育てていきたいと考える。
７　引用・参考文献
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上越教育大学学校教育実践研究センター『教育実践研究』第27集，2017
新潟大学教育学部附属長岡校園『新たな世界を創り出す子供をはぐくむ－「統合的な学び」の実現を通して－第１年
次』2017
樋口忠彦，緑川日出子，髙橋一幸『すぐれた英語授業実践－よりよい授業づくりのために』大修館書店，2007
松村昌紀『英語教育を知る58の鍵』大修館書店，2009
村野井仁『第二言語習得研究から見た効果的な英語学習法・指導法』大修館書店，2006
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・留学生さんと交流してある程度聞き取ることができた。分からなくても，もう一度言ってもらったりしながらコ
ミュニケーションがとれたのでよかった。また，時間を最後まで使い会話をすることができた。今回の交流では，
１年生の頃とは違い，積極的に質問や受け答えをすることができた。
・今回の授業では１年生の時に大切にしていた，アイコンタクト，うなずく，笑顔で話すということができて良
かった。しかし，質問を受けるときに，意味が分からなくてとまどってしまう場面や，答えがあやふやになって
会話がこわれてしまう場面があったので，これからはリスニングなどの練習を行ってやりとりになれるようにし
ていきたいと感じた。
・留学生と話していると，難しく分からなくなったこともたくさんあったが，仲間と協力しながらなんとかできた
のでよかった。色んな国の人が話す英語を聞けてうれしかったし勉強になった。違う国の人と英語でつながれる
のはすばらしいことなので，もっと英語の勉強を頑張りたい。
